
市ぢ
川独
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遺
跡

宮
城

１
　
所
在
地
　
　
　
多
賀
城
市
市
川
字
鴻
ノ
池

・
高
崎
字
水
入

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）
四
月
１

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
多
贅
城
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
千
葉
孝
弥
、
島
田
　
敬
、
鈴
木
孝
行
、
斎
藤
　
稔
ほ
か

５
　
遺
跡
の
種
類
　
地
方
都
市
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
、
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

市
川
橋
遺
跡
は
、
多
賀
城
跡
の
西
南

一
帯
に
広
が
り
、
特
に
人
世
紀
後
葉
以

降
、
多
賀
城
に
伴
う
方
格
地
割
が
施
工
さ
れ
、
都
市
的
空
間
が
形
成
さ
れ
た
。

方
格
地
割
の
西
半
部
が
山
王
遺

跡
、
砂
押
川
を
は
さ
ん
で
東
半

部
が
市
川
橋
遺
跡
で
あ
る
。

二
〇
〇

一
年
度
は
第
二
人
次

調
査
と
し
て
東
西
大
路
の
南
側

一
〇
七
四
〇
ポ
を
対
象
と
し
て

ω

実
施
し
た
。
同
調
査
に
お
い
て
、

仙

南
北
大
路
は
東
西
大
路
の
南
側

で
は
確
認
で
き
ず
、
代
わ
り
に

図1 多賀城城外の方格地割と調査区
(『多賀城市文化財調査報告書第57集 市川橋遺跡』多賀城市教育委員会,1999年 より)
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そ
の
延
長
線
上
す
な
わ
ち
多
賀
城
政
庁
中
軸
線
上
に
は
旧
河
川
を
改
修
し
た
直

線
的
な
河
川
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
両
側
に
は
東
○

。
西
○
道
路
の
存
在
が
想
定

さ
れ
る
に
至
っ
た
。
城
外
の
整
備
は
道
路
網
の
み
な
ら
ず
水
上
交
通
の
便
も
視

野
に
入
れ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
、
古
代
都
市
多
賀
城
の
構
成
を
知
る
上
で

大
き
な
成
果
と
言
え
る
。

南
北

。
東
西
大
路
の
交
差
点
か
ら
南
東
約
三
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
地
点
に
あ
る
Ｃ

一
一

〇
区
で
は
人
世
紀
後
葉
頃
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
の
河
川
を
発
見
し
た
。
周
辺

の
調
査
成
果
よ
り
、
こ
の
河
川
は
多
賀
城
南
面
を
北
西
か
ら
南
東
方
向
に
蛇
行

し
て
流
れ
て
い
る
も
の
で
、
城
外
に
方
格
地
割
が
施
工
さ
れ
る
以
前
の
自
然
の

流
路
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
河
川
の
下
層
に
は
多
量
の
木
製
品
を
含
む
層
が
あ

り
、
漆
紙
文
書

一
点
と
と
も
に
木
簡

一
一
点
が
出
土
し
た
。
う
ち
釈
読
で
き
た

も
の
が
六
占
【
（①
ｌ
Ｏ
）、
他
の
五
占
〔
（型
式
番
号
寓
］
一
点
、
８
呈

点
、
寓
讐
一

占
一
は
墨
痕
は
確
認
で
き
た
が
、
釈
読
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

Ｄ
人
三
区
の
北
半
部
で
は
Ｃ

一
一
〇
区
で
発
見
し
た
河
川
と
同

一
の
河
川
を

検
出
し
た
。
木
簡
は
六
点
出
土
し
、
解
読
で
き
た
も
の
が
四
点
あ
る

（⑭
ｔ
⑩
）。

他
の
二
点
は
、
表
裏
に
墨
痕
が
確
認
で
き
る
も
の
の
判
読
不
明
な
も
の

（型
式

番
号
寓
じ

と
、
上
下
端
と
も
に
切
り
込
み
が
あ
る
も
の
の
墨
痕
は
確
認
で
き

ず
、
切
け
込
み
部
が
浅
い
と
こ
ろ
か
ら
付
け
札
の
未
完
成
品
か
木
簡
状
の
木
製

品
か
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

（型
式
番
号
８
じ
。
な
お
、
こ
の
調
査
区
の

東
側
約
人
Ｏ
ｍ
の
位
置
に
あ
る
Ｃ
二
〇
区
で
も
延
長
部
分
を
調
査
し
て
お
り
、

多
量
の
土
器
と
共
伴
し
て
延
暦
九
年
の
本
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
在
地
の
土
器

と
と
も
に
畿
内
系
土
師
器
が
多
数
出
土
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る

（未
報

一四）。東
西
大
路
の
南
側
に
面
し
南
北
大
路
の
延
長
線
上
に
位
置
す
る
Ｄ

一
〇
〇
区
、

そ
の
南
側
に
接
す
る
Ｄ
二
七
区
で
は
、
①
段
階

（八
世
紀
中
葉
以
前
）

一
蛇
行
す

る
旧
河
川
、
②
段
階

（八
世
紀
後
葉
頃
）

¨
旧
河
川
を
整
地
し
た
後
に
掘
削
し

た
逗
河
状
の
東
西
大
溝
と
そ
の
西
端
部
に
構
築
さ
れ
た
橋
脚
状
遺
構
、
③
段
階

（八
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
後
葉
）

中
西
○
道
路
と
改
修
さ
れ
た
河
川
、
④
段
階

（九
世
紀
後
葉
か
ら
一
〇
世
紀
）

】
建
物

・
井
戸
が
存
在
す
る
区
画
へ
と
四
時
期

の
変
遷
が
あ
り
、
性
格
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
木
簡
は

①
段
階
の
河
川
、
②
段
階
の
逗
河
状
大
溝
、
③
段
階
の
河
川
と
西
○
道
路
側
溝

か
ら
三
〇
点
出
土
し
た
。
判
読
で
き
た
も
の
は
そ
の
内
の
三
二
点
で
あ
る
。
①

段
階
の
旧
河
川
は
Ｃ

一
一
〇

・
Ｄ
人
三
区
で
発
見
し
た
も
の
と
同

一
の
も
の
で

あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
地
区
に
お
い
て
は
土
砂
の
堆
積
に
よ
っ
て
埋
没
が

進
み
、
そ
の
窪
み
に
は
整
地
地
形
が
施
さ
れ
て
い
る
。
河
川
堆
積
土
よ
り
木
簡

が
二
点
出
土
し
て
お
り

（口
⑫
）、
最
上
部
の
腐
食
し
た
植
物
の
層
か
ら
出
土

し
た
木
簡
は
天
平
宝
字
三
年

（七
五
九
）
の
も
の
で
あ
る
。
運
河
状
大
溝
か
ら

も
木
街
が
三
点
出
土
し
て
い
る

（∽
ｌ
⑮
）。
③
段
階
の
河
川
は

一
〇
世
紀
前
葉

を
下
限
と
す
る
も
の
で
、
九
世
紀
を
中
心
と
し
て
多
量
の
土
器
が
出
土
し
て
お

り
、
木
簡
が
二
点
出
上
し
て
い
る

答∽
口
）。
こ
の
時
期
の
河
川
か
ら
は
人
面

墨
書
土
器
な
ど
祭
祀
関
係
の
遺
物
も
多
く
出
土
し
て
い
る
が
、
ウ
マ
。
ウ
シ
な

ど
の
動
物
遺
体
の
出
土
量
の
多
さ
が
注
目
さ
れ
、
こ
の
地
区
の
周
辺
に
そ
れ
ら



④
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図2 多賀城南面の道路と河川



の
解
体
に
関
わ
る
施
設
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
。

③
段
階
の
河
川
の
西
側
に
隣
接
す
る
西
二
道
路
西
側
溝
で
は
六
時
期
の
変
遷

を
確
認
し
た

（
ａ
ｔ
ｆ
期
）。
木
簡
は
各
時
期
の
埋
土
よ
り
出
土
し
て
お
り
、
そ

の
内
訳
は
ａ
期
が
二
点

（ω
⑬
）、
ｂ
期
が
九
点

（⑩
ｌ
い
）、

ｃ
期
が

一
点

（の
）、
ｅ
期
が

一
点

（⑩
）、
ｆ
期
が

一
点

（⑪
）、
不
明

一
点

（⑫
）
で
あ
る
。

ｂ

。
ｆ
側
溝
か
ら
は
漆
紙
文
書
も
各

一
点
出
土
し
て
い
る

（現
在
解
読
作
業
中
）。

南
北

。
東
西
大
路
の
交
差
点
よ
り
南
約
二
人
Ｏ
ｍ
の
地
点
に
あ
る
Ｄ
三
〇
区
、

同
じ
く
南
東
約
二
三
〇
ｍ
の
地
点
に
あ
る
Ｄ

一
〇
四
区
で
は
東

一
道
路
を
発
見

し
た
。
前
者
の
側
溝
と
後
者
の
路
面
か
ら
木
簡
が

一
点
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

Ｃ

一
一
〇

。
Ｄ
人
三
区
①
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い
　
。
□
万
五
斗
」

・

同
国

」

の
　
。
「収
納
借
貸
正
税
弐

。
「　
　
　
延
暦
十
九
年
□

〔道
力
〕

⑩
　
　
□
□
三
賓
□
□

①
　
　
国
人

⑫
　
。
　

日
回

□

日
□

〔道
力
〕

日
□
□
□
　
　
□

・
□
□
□
□
□

Ｄ
三
〇
区
東
一
遭
路
側
溝

⑬

　

「
＜
白
米
上

Ｄ

一
〇
四
区
東

一
道
路
路
面

〔符
力
〕

働
　
。
「　
□

。
「
　

□
□
口
□

（題
箋
軸
）

（
『
∞
）
×
］
ω
×
ヽ
　
ｏ
∞
Φ

（題
鎖
軸
）
　

　

（Ｐ∞∞）
×
］∞
×
ω
８
〕

令
９

×
Ｏ

じ

×
卜
　
ｏ
盟

令
９

×
合
９

×
∞
　
ｏ
盟

（
ｒ

ｅ

×

合

ｅ

×
ヽ
　
ｏ
盟

（
φ
『
）
×

Ｐ
Φ
×
い
　
ｏ
∞
ｏ

（
∞
卜
）
×
ヽ
］
×
ｏ
　
ｏ
ｏ
〕

①
は
便
宜
上
の
表
裏
関
係
で
あ
る
。
表
面
の
み
調
整
し
て
い
る
。
裏
面
は
墨

反
が
確
認
で
き
る
も
の
の
病
蝕
が
甚
し
く
、
解
読
は
困
難
で
あ
る
。
四
カ
所
に

穿
孔
が
あ
り
、
木
簡
と
し
て
使
用
さ
れ
た
後
、
転
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

②
は
上
か
ら
ニ
ー
四
文
字
目
は
天
地
が
逆
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
鳥
形
に
転
用

し
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。
墨
書
と
鳥
形
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
①
は

上
端
お
よ
び
右
端
が
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
。
穿
孔
が
三
カ
所
あ
る
。
左
下
は

穿
孔
部
分
よ
り
折
れ
、
二
行
日
は
文
字
が
半
我
さ
れ
て
解
読
で
き
な
い
。
裏
面

は
未
調
整
で
あ
る
。
い
は
三
片
に
分
割
さ
れ
て
い
る
。
上
部
が
欠
損
し
て
お
り
、

下
端
は
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
。
左
右
両
側
面
は
第
二
片
の
一
部
が
完
存
し
て

い
る
。
穿
孔
が
四
カ
所
あ
る
。
表
裏
と
も
に
調
整
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
表
面

に
つ
い
て
は
第
二
孔
よ
り
下
部
が
、
裏
面
は
第

一
。
二
片
上
部
が
削
ら
れ
て
い

る
。
第
二
片
と
第
三
片
は
刃
物
に
よ
つ
て
切
断
さ
れ
て
い
る
。
０
は
四
片
に
分

割
さ
れ
て
い
る
。
折
敷
の
底
板
を
木
簡
と
し
て
転
用
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
０

は
側
面
に
穿
孔
が
あ
る
。
下
端
は
刃
物
に
よ
り
切
断
さ
れ
て
い
る
が
、
木
簡
の

整
形
に
関
わ
る
も
の
か
、
廃
棄
等
に
関
わ
る
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
表
裏
と

も
に
カ
ツ
ト
ガ
ラ
ス
状
に
削

っ
て
い
る
。
墨
書
は
穿
孔
部
分
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
。
考
選
木
簡
の
可
能
性
が
あ
る
。
０
は
表
裏
と
も
に
調
整
さ
れ
て
い
る
。
左

側
切
り
込
み
部
よ
り
上
は
欠
損
し
て
い
る
。
９
は
左
側
切
り
込
み
部
が
欠
損
し

て
い
る
。
裏
面
は
未
調
整
。
⑩
は
左
右
上
端
が
原
形
を
と
ど
め
て
お
り
、
下
端

は
欠
損
し
て
い
る
。
最
も
下
の
文
字
は

「万
」
な
い
し

「
下
」
の
可
能
性
が
あ

る
が
、
断
定
は
困
難
で
あ
る
。



側
は
上
下
端
、
左
右
側
面
、
い
ず
れ
も
欠
損
。
合
フ
状
に
加
工
さ
れ
て
い
る
。

⑫
は
左
辺
お
よ
び
下
端
は
原
形
を
と
ど
め
る
。
上
端

一
部
欠
損
し
て
お
り
原
形

を
と
ど
め
な
い
が
、
上
端
は
山
形
に
成
形
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
表
面

一
字
目
は
扁

。
肉
づ
き

（「月
も

の
み
残
る
。
以
下
の
記
載
か
ら

「賠
」
の
可

能
性
が
あ
る
。

⑬
は
円
柱
状
の
材
を
不
整
形
に
削

っ
た
木
製
品
で
あ
る
。
下
端
部
は
断
面
が

円
形
を
呈
し
て
お
り
、
そ
の
一
部
を
面
取
り
し
て
平
坦
な
面
を
作
り
出
し
、
文

字
を
記
し
て
い
る
。
墨
書
は
本
製
品
に
伴
う
も
の
か
と
推
測
さ
れ
る
が
詳
細
は

不
明
で
あ
る
。
側
は
上
端
が
刃
物
に
よ
っ
て
切
断
さ
れ
、
右
隅
が
欠
損
し
て
い

る
。
下
端
は
左
隅
を
欠
損
す
る
他
は
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
。
左
右
両
側
面
は

原
形
を
と
ど
め
る
。
表
裏
と
も
に
調
整
済
み
。
返
抄
に
関
わ
る
木
簡
で
あ
る
。

⑮
は
習
書
。
刻
線
が
三
カ
所

（左
側
上
端
よ
り

一
三
四
ｎｍ
、　
一
四
四
ｎｍ
、　
一
五

一
嗣
）
あ
る
。
墨
書
と
刻
線
と
が
重
な
っ
て
い
る
た
め
、
墨
書
に
伴
う
も
の
と

は
考
え
が
た
い
。

い
は
５
片
よ
り
な
る
。
上
端
は
山
形
に
成
形
し
て
い
る
。
下
端
は
欠
損
。
左

右
両
側
面
は
原
形
を
と
ど
め
る
。
表
裏
関
係
は
不
明
。
釈
文
に
は
掲
げ
て
い
な

い
が
、
表
面
上
端
に
削
り
残
り
と
思
わ
れ
る
墨
痕
が
あ
る
。
表
面
釈
文

「便

使
」
の
下
の
文
字
は

「上
」
も
し
く
は

「占
」
の
可
能
性
が
あ
り
、
便
使
の
名

前
を
記
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
●
は
上
下
左
右
い
ず
れ
も
欠
損
。

ω
は
表
裏
調
整
。
陸
奥
国
色
麻
郡
か
ら
の
荷
札
。
⑬
は
表
裏
と
も
に
調
整
。

上
端
欠
損
。
左
右
両
側
面
は
、
切
り
込
み
部
よ
り
上
、
欠
損
。
の
は
断
面
が
ほ

ぼ
正
方
形
で
四
隅
を
わ
ず
か
に
面
取
り
し
て
い
る
。
上
端
は
墨
書
の
あ
る
面
の

み
面
取
り
し
て
い
る
。
軸
木
口
で
は
な
く
、
軸
部
に
文
字
を
記
し
た
例
は
現
在

の
と
こ
ろ
見
あ
た
ら
な
い
が
、
文
字
が
木
簡
の
上
端
の
み
に
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
や
、
形
態
な
ど
か
ら
題
箋
軸
と
推
定
さ
れ
る
。
二
文
字
目
は

「乗
」
ま
た
は

「券
」
か
。
④
は
エ
グ
リ
に
よ
る
切
り
込
み
。
陸
奥
国
安
積
郡
長
江
郷
か
ら
の

荷
札
。
た
だ
し
、
『和
名
抄
』
で
は
、
長
江
郷
は
安
積
郡
で
は
な
く
、
会
津
郡

に
み
え
る
。
下
端
に
裏
面
か
ら
穿
孔
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
墨
書
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
不
詳
。
②
は
上
端
が
欠
損
。
下
端

。
左
右
両
側
面
は
原
形
を
と
ど
め

る
。
「米
」
の
下
は

「石
」
ま
た
は

「在
」
か
。
例
は
左
右
の
切
り
込
み
部
が

非
対
称
で
あ
る
。
側
は
上
端

・
下
端
と
も
に
切
り
込
み
を
入
れ
て
い
る
。
裏
面

は
荒
く
削
ら
れ
て
い
る
。
上
下
端
と
も
に
文
字
を
切
っ
て
い
る
た
め
、
二
次
的

加
工
と
推
測
さ
れ
る
。
的
は
表
裏
と
も
に
調
整
。
上
下
端
、
左
右
両
側
面
、
い

ず
れ
も
欠
損
。
墨
書
は
半
裁
さ
れ
、
右
半
分
の
み
残
る
。
い
は
六
片
の
削
層
を

接
合
。

側
は
題
箋
軸
で
あ
る
。
表
裏
は
確
定
で
き
ず
、
便
宜
上
の
表
裏
で
あ
る
。
題

銭
部
は
縦
二
九
ｍｍ
横
二
六
ｍｍ
、
軸
部
は
縦

一
〇

一
ｍｍ
横

一
三
ｍｍ
が
現
存
す
る
。

走
失
し
た
馬
に
関
す
る
文
書
の
軸
と
考
え
ら
れ
、
「国
判
」
は
注
目
さ
れ
よ
う
。

い
は
表
面
二
文
字
目
が

「万
呂
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
裏
面
は
墨
痕
が
確
認
で

き
る
が
判
読
は
困
難
。
白
米
の
荷
札
か
。
の
は
題
箋
部
の
み
残
り
、
軸
部
は
欠

損
し
て
い
る
。
借
貸
の
収
納
に
関
わ
る
文
書
の
軸
で
あ
る
。
⑩
は
右
辺
が
原
形

を
と
ど
め
る
が
上

。
下

。
左
辺
は
欠
損
。
文
字
の
一
部
が
半
我
し
て
い
る
。
⑪
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は
二
片
が
接
合
。
上
下
端
、
左
右
い
ず
れ
も
欠
損
。
⑫
は
表
裏
で
文
字
の
天
地

が
逆
転
し
て
い
る
。
表
裏
の
関
係
は
不
明
で
あ
り
、
便
宜
上
の
表
裏
で
あ
る
。

裏
面
の
第
二
字
目
か
ら
下
は
、
門
構
え
の
文
字
が
続
く
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
第
二
字
目
か
ら
第
四
文
字
目
ま
で
は
、
同
字
か
。

①
は
下
端
が
欠
損
。
右
辺
切
り
込
み
部
が
わ
ず
か
に
残
る
。
「白
」
は
字
形

と
し
て
は

「百
」
に
似
る
が
、
意
味
と
し
て
は

「白
」
と
判
断
し
た
。
白
米
の

荷
札
で
あ
る
。
⑭
は
題
鎖
部
の
み
残
り
、
軸
部
は
欠
損
。
左
右
両
側
面
の
一
部

の
み
原
形
を
と
ど
め
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏

。

中
央
大
学
大
学
院
生
の
廣
瀬
真
理
子
氏
の
御
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

多
賀
城
市
教
育
委
員
会

『多
賀
城
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
六
七
集
　
市
川

橋
遺
跡
―
城
南
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
発
掘
調
査
略
報
四
十
』
全
一〇
〇
二

年
）

（千
葉
孝
弥
・
鈴
木
孝
行
）




